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関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 
“NMR study of S=1/2 quasi-two dimensional antiferromagnet Cs2CuBr4”, 






















z 温度：0.5～300 K（液体 3He，4He） 
z 磁場：12 テスラまでの超伝導磁石と電磁
石（NMR以外にも利用可能） 
z 周波数域：5～400 MHzのNMRスペクト
ロメータ 
量子スピン系の量子効果：磁性をになうスピンは量子力学をもって初めて理解される。量子力学的効果はとても小さ
いために、絶対零度に近い極低温にして熱揺らぎを抑制したときに、とらえることができる。 
フラストレーションと低次元磁性体：
三角格子上の反強磁性体のような
強いフラストレーションをもつ磁性体
や低次元磁性体では低温まで秩序
化しにくい。そのような低温で量子力
学的効果のように小さな力が有効に
なってきて、大変変化に富んだ現象
をみせる。 
ナノ分子磁性体：磁性体による記憶
媒体の集積化・高密度化の究極は、
ひとつひとつの原子・分子に一つの
情報を記憶させることである。個々の
分子が磁石とみなされるナノ分子磁
性体は、その均質性のためにマクロ
な磁性をミクロな分子の観点から記
述できる。 
核磁気共鳴(NMR)による
ミクロスコピックな物質内
部の情報 
分析技術
磁気記憶媒体の高
密度化 
量子コンピューティ
ングの可能性 
スピントロニクスのた
めの分析技術 
スピントロニクス 
磁気記憶媒体 
可能性磁気記憶媒体 
最近の
話題 
スピン構造プロファイルの磁気
共鳴イメージング：不整合構造
をとる量子スピン系に対して、
NMR によってスピン配列を解析
することができる。究極のスピン
トロニクスである個々のスピンの
可視化や評価技術の可能性が
ある。 
結果
